
■
召
天
者
記
念
礼
拝 

「
私
た
ち
の
国
籍
は
天
に
あ
り
ま
す
。」 

ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
３
章

20

節 
 

本
日
は
す
で
に
天
に
召
さ
れ
た
方
々
を 

偲
び
つ
つ
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
天

国
へ
の
希
望
を
新
た
に
す
る
時
で
す
。 

本
日
は
礼
拝
を
３
回
行
い
ま
す
。 

 

＊
過
去
１
年
に
天
に
召
さ
れ
た 

蒲
田
教
会
正
会
員 

３
名
（
２
０
１
９
年
７
月
～
２
０
２
０
年
６
月
） 

 

荻
野
久
仁
子
伝
道
師 

 
 

２
０
１
９
年

10

月

5

日
召
天 

51

歳 
 

臼
坂
昌
子
姉 

 
 

２
０
２
０
年

5

月

22

日
召
天 

96

歳 
 

宮
腰
和
夫
兄 

 
 

２
０
２
０
年

6

月

17

日
召
天 

72

歳 

  

＊
召
天
者
の
紹
介
は
石
田
牧
師
が
行
い
ま
す
。 

 

＊
墓
地
管
理
料 

 

納
入
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
封
筒
で
入
口

に
設
置
の
納
入
箱
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

■
来
会
の
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を 

 

・
握
手
、
ハ
グ
等
の
接
触
は
禁
止
。 

 

・
人
と
の
距
離
を
保
ち
会
話
は
短
く
。 

 

・
着
席
は
指
定
し
た
場
所
に
座
り
ま
す 

長
椅
子
１
脚
に
つ
き
一
人
。
た
だ
し
、
介
助

が
必
要
な
場
合
な
ど
、
同
居
の
ご
家
族
は
並

ん
で
座
れ
ま
す
。 

 

・
賛
美
、
交
読
、
信
仰
告
白
等
は
大
き
な
声
を

出
さ
ず
に
唱
和
し
ま
し
ょ
う
。 

 

・
備
品
の
聖
書
・
聖
歌
は
使
え
ま
せ
ん
。 

ソ
ン
グ
シ
ー
ト
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

 
・
入
館
前
の
手
指
消
毒
と
検
温
の
実
施
。 

マ
ス
ク
着
用
。 

 

■
教
会
墓
地
納
骨
堂 

開
堂 

本
日 

午
後
２
時
～
３
時
半 

事
前
申
し
込
み 
不
要
（
直
接
、
現
地
へ
） 

墓
地
礼
拝
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
教
会
墓
地

の
納
骨
堂
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

現
地
担
当 

荻
野
牧
師 

 

・

26

日
に
教
会
墓
地
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
奉
仕
さ
れ
た
兄
弟
方
に
感
謝
で
す
。 

＊
本
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
礼
拝
式
へ

来
会
の
教
会
員
も
多
数
お
見
え
で
す
。

主
の
守
り
の
う
ち
に
集
ま
れ
る
こ
と

を
感
謝
し
ま
す
。 

 

感
謝
を
持
ち
つ
つ
も
、
油
断
せ
ず

に
感
染
防
止
へ
の
ご
協
力
に
務
め
て

下
さ
い
。
喜
び
の
余
り
に
密
に
な
っ

て
長
時
間
お
し
ゃ
べ
り
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。
こ
の
よ
う
な
制
約
を
課
す
こ
と

は
心
苦
し
く
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
も
あ
っ
て
教
会
も
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

  

■
６
月

28

日
礼
拝
出
席
者
数
報
告 

午
前
礼
拝

34

名 

午
後
礼
拝

19

名 

 

■
教
会
、
シ
オ
ン
館
で
ご
連
絡
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

《
教
会
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》 

z
io
n
@
a
m
.w

a
k
w
a
k
.c
o
m

 
 

メ
ー
ル
に
は
必
ず
お
名
前
を
ご
記
入

く
だ
さ
い 



 
 

７
月
５
日 

召
天
者
記
念
礼
拝 

順
序 

 
 

司
会 

林
修
養
生 

 

奏
楽 

荻
野
し
兄 

 
 

前 
 

奏 

 
 

招 
 

詞 

ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
６
章

35

節 
「
わ
た
し
が
い
の
ち
の
パ
ン
で
す
。
わ
た

し
の
も
と
に
来
る
者
は
決
し
て
飢
え
る

こ
と
が
な
く
、
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は

ど
ん
な
と
き
に
も
、
決
し
て
渇
く
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。｣

ア
ー
メ
ン  

 
 

会
衆
賛
美 

い
つ
く
し
み
深
き 

主
の
祈
り 

礼
拝
祈
祷 

 
 

使
徒
信
条 

会
衆
賛
美 

聖
歌
６
９
４ 

聖
書
朗
読 

黙
示
録 

14

章
９
～

13

節 

説 
 

教 

主
に
あ
っ
て
死
ぬ
幸
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
敏
則
牧
師 

会
衆
賛
美 

聖
歌
６
８
７ 

献 
 

金 

 
 

頌 
 

栄 

聖
歌
３
７
６ 

 
 

祝 
 

祷 

感
謝
祈
祷 

 

奏
楽 

■
７
月
の
礼
拝
予
定 

5

日 

召
天
者
記
念
礼
拝 

 
 

 
 

説
教 

石
田
牧
師 

 

12

日 

レ
ビ
記
① 

 
 

 
 

説
教 

石
田
牧
師 

 

19

日 

レ
ビ
記
② 

 
 

 
 

説
教 

い
つ
子
牧
師 

 

26

日 

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
第
３ 

 
 

 
 

説
教 

荻
野
牧
師 

 
 

 
 

石
田
牧
師 

石
岡
教
会
出
向 

   

■
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う 

・
東
京
で
の
感
染
拡
大
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
混
乱
な
く
社
会
が
進
む

よ
う
に
。 

 

・
今
後
も
医
療
機
関
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。

医
療
従
事
者
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て

い
る
方
の
回
復
の
た
め
に
も
。 

・
経
済
的
困
窮
に
あ
る
方
、
新
し
い
生

活
に
戸
惑
っ
て
い
る
方
が
支
え
ら
れ
る

よ
う
に
。
社
会
的
弱
者
が
支
え
ら
れ
る

支
援
体
制
が
社
会
で
充
実
す
る
よ
う
に
。 

 

・
学
校
が
再
開
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
。
健
康
が
守
ら
れ
て
楽
し
い
学
校

生
活
が
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
学
校
・
幼
稚

園
の
教
師
、
保
育
士
の
た
め
に
。 

 

・
被
災
地
被
災
者
の
た
め
に
。
東
日
本

大
震
災
や
昨
年
の
台
風
被
害
な
ど
被
災

地
被
災
者
の
回
復
の
た
め
に
。
復
興
が

進
む
よ
う
に
。 

 

・
シ
オ
ン
教
会
メ
ン
バ
ー
と
家
族
、
関

わ
る
方
々
の
心
と
体
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
。
ま
た
、
生
活
費
な
ど
経
済
的
に
も

支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

日
本
・
世
界
の
教
会
の
た
め
に
も
。 

 

・
高
齢
者
、
病
床
の
方
、
介
護
し
て
い

る
方
々
の
た
め
に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
介
護
に
も
支
障
が
出
て

い
ま
す
。
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 


